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日本産東洋象(S彪gひ伽〃0"g"如雌Owen)の標本目録

島弘幸＊・宮崎重雄*＊
一
一
一

新統（茶褐色粘土層)，③歯種冒DP破片, DPr

破片,Mr,右下顎骨破片,@9), 10), 17)

5．①栃木県佐野市出流原町出流原採石場

②上部葛生層？ （camivorabed)，③歯種M盲，

④9), 10), 20), 30), 31), 41), 46)

6．①栃木県佐野市出流原町旧須永石灰岩採

石場②上部葛生層（下部葛生層に由来する二

次化石と推定される。含礫粘土層)，③歯種M3,

切歯破片，胸椎破片,@9), 10), 18)

7．①埼玉県秩父郡皆野町三沢，②青色粘土

層（多摩段丘面)，③歯種不明，臼歯破片(稜数

1),@3), 9), 10)

8．①東京都西多摩郡五日市町増戸秋川河原，

②歯種M3破片，③青粘土層,@9), 10), 20)

9．①千葉県君津郡大佐和町笹毛砂利取場

②歯種第2大臼歯破片，③上総層群長浜層（砂

礫層),@9), 10), 20), 28), 39)

10．①千葉県東金市小学校裏の崖，②最上部

三浦層の上部(下部武蔵野層中部相当)，③歯種

M3破片,@9), 10), 13), 20)

11．①新潟県柏崎市，②層準不明，③歯種，

部位不明,@9), 10), 11), 14), 19), 20),

40）

12①新潟県刈羽郡高柳町，②和南津砂岩

層？，③歯種MT,Mr,右下顎骨,@10), 11),

19）

‘13①静岡県庵原郡鶯ノ田，②鷺ノ田礫層，

③歯種，部位不明,@9), 10), 20), 47)

14．①滋賀県大津市堅田町南庄，②歯種言DP3

, rDPjr,左右下顎骨，③古琵琶湖層群堅田累層

上仰木火山灰累層，④2)， 4)， 5)， 9)，

10)， 12)， 13)， 14)， 19)， 20)， 21)， 22)，

東洋象(Sizgodb"oW"ね"sOwen)***の標本

目録は， これまで鹿間（1937)，亀井（1978)，

河村(1980)のまとめたものがある。筆者らも，

ここ数年来関東地方の東洋象の研究をするなか

で，文献を集めてきたが，上記のものに若干の

追加の必要が生じてきたので， この機会に産

地・層準・歯種。文献をまとめてみた。できる

だけ新しい地名を使うようにしたが，それがは

っきりしないものは原記載どおりにした。ここ

に収録した以外にも，東洋象の標本が存在する

と想像される。ご一報いただければ幸いである。

本目録の作成にあたっては，京都大学の亀井

節夫会員，大阪自然史博物館の樽野博幸会員，

鳥取大学の赤木三郎会員にご教示をいただいた。

ここに心からお礼申しあげる。

標本目録(鯵熟・溌献鑿）
1．①岩手県東磐井郡東山町長坂，東北開発

株式会社岩手セメントエ場石灰岩採石場，②第

四紀裂か堆積物（黄灰色ないし茶褐色の細粒な

いし粗粒砂層，黄灰色シルト層，黄灰色ないし

茶褐色の細礫まじり粘土層),③歯種不明，臼歯

破片（稜数3)，④9)， 10)， 24）

2．①岩手県東磐井郡東山町松川，②細砂質

粘土層，③歯種M2*…破片,@9), 10), 15)

3．①栃木県安蘇郡葛生町大叶，②裂か堆積

物（含礫粘土層)，③歯種M上, rM,@9),

10), 20), 27), 28), 31), 44), 46)

4．①栃木県安蘇郡葛生町宮下町，村樫石灰

工業株式会社3号現場②下部葛生層，中期更

Hiroyuki Mishima and ShigeoMiyazaki :The

ListofS蝿ひ｡り〃0”g""/iSOwenfromJapan.

＊日本大学松戸歯学部第二解剖学教室
＊*群馬県立前橋第二高校

＊**以後S趣D“”O池"""Owenは省略する。

***窯歯種の表示法については,長鼻類団体研究グ

ループ（1977）に従った。
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3)， 10)， 16）

22．①広島県広島市沖海底，②層準不明，③

歯種，部位不明，④9)， 10）

23．①山口県美弥市伊佐宇部興産伊佐採石場

②下部伊佐層(red clay),③歯種2M,@9),

10)， 32）

14①山口県美弥市大嶺町重安小野田セメン

ト採石場②下部伊佐層(red clay, Gijnz.

Mindelian),OM言破片,@9), 10), 33)

25①山口県宇部市沖見初炭鉱，台平，②草

江シルト層（砂層)，③歯種旦M且,頭蓋骨破片,．

④9), 10), 14), 45)

26．①山口県宇部市恩田炭鉱，②草江シルi、

層，③歯種，部位不明,@9), 10), 45)

27．①香川県高松市香西浦西北の海底，②層

準不明，③下顎骨，④10)， 19）

28．①瀬戸内海備讃海峡の海底，②層準不

明*，③歯種，部位不明，④10)， 19)， 20）

29．①香川県仲多度郡与島村三ツ子島沖海底，

②層準不明，③歯種，部位不明,@9), 10)

30．②高知県高岡郡窪川町興津沖の海底，②

層準不明,OM3,@10), 34)

31．①福岡県京都郡苅田町平尾台青龍窟，②

層準不明，③歯種3DP,@10), 23)

32．①長崎県南高来郡口之津町，②層準不明，

③歯種，部位不明，④6)， 26）

33①長崎県長崎市沖の海底，②層準不明，

③歯種，部位不明,@9), 10), 19), 20)

34．①長崎県南高来郡南有馬町吉川海岸沖の

瀬，②層準不明，③歯種M且破片，④7)， 10)，

25）

35．①熊本県天草郡有明町赤崎沖海底，②ロ

ノ津層群大屋層相当層？，③歯種M胃，右下顎

骨，④7)， 10）

36①大分県大分市円生丘陵，②大分層群鶴

|崎層（牧砂礫層シルト部)，③歯種，部位不明，

④10)， 35)， 36)， 37)， 38）

37．①宮崎県宮崎郡爪生野村，②層準不明

(Calabrian),③歯種不明（高さ／前後幅1.

2)，④28)， 29）

0
⑨

o!

図l東洋象(S/ggodo"07泥"如姑Owen)の産
地．番号は標本目録の番号に準ずる。

29)， 48)， 49）

15．①京都府京都市伏見区深草鞍ケ谷，粘土

採掘場②大阪層群上部(第6海成粘土層)，③
歯種鵬M上破片， 皇M破片，骨片，④8)，
9)， 10)， 22)， 49）

16①大阪府枚方市宮之~ド香里団地宅地造成

現場，②大阪層群上部(第7海成粘土層)，③歯
種皇M, TM破片，頭蓋骨破片,@9), 10),
42)， 49）

17①大阪府大阪市内地下鉄堺筋線工事現場
②大阪層群？，③歯種言M,@43)
18．①大阪府豊中市螢ケ池，②大阪層群（第
8海成粘土層)，③歯種切歯，④43)， 49）
19．①兵庫県明石市大久保町西八木，②明石
層，③歯種，部位不明,@10), 19), 20)
20①兵庫県津名郡一宮町郡家沖海底，②淡
路層群，③歯種M言，④4)， 9)， 10）

21．①岡山県真庭郡川上村延助河床，②蒜山
原層上部，③歯種不明，臼歯破片(稜数3)，④
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